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プルシアンブルー合成と均一液液抽出（HoLLE）に基づく 

放射性セシウム除去技術の創出 

○小野寺大輝 1，山口仁志 2，伊藤弘康 1，押手茂克 3，熊沢紀之 1，五十嵐淑郎 1

1茨城大工，2物材機構，3福島高専 

【緒言】現在，福島県とその周辺地域から集められた大量の放射性廃棄物は，減容化のために焼却処理され

る。この焼却灰を水にさらすことで，溶出したセシウムイオンをゼオライトやプルシアンブルー(PB)等に吸

着させる研究が行われている 1)。本研究では，セシウム水溶液内で合成した PBを，PFOA－/H+系均一液液抽

出法 2)を用いて凝集させ，ろ過によって水から分離する“カスケード型濃縮分離法”を提案する。本法は，

PB合成によるセシウム捕集と PFOA－/H+系均一液液抽出法による分散 PBの凝集，さらに，ろ過による PFOA

相と PBの分離の一連の操作を行う。 

【実験操作】セシウムの捕集・PBの凝集では，ガラス製のサンプル管にセシウム水溶液，0.01M塩化鉄(Ⅲ)

水溶液，0.01Mフェロシアン化カリウム水溶液を順次加えて PBを生成させる。撹拌後 0.1M PFOA，エタノ

ール，6M塩酸を添加し相分離させた。静置した後，上澄みを分取し，ICP-MSを用いてセシウム濃度を測定

した。PFOA凝集時間の測定では波長 689nm，6時間における吸光度を測定した。ろ過実験では，均一液液抽

出から 3時間静置した後ろ過し，ろ液を波長 689nmで吸光度を測定した。ろ紙は TOYO ROSHI（保留粒子径

3µm）を使用した。 

【結果・考察】塩化鉄(Ⅲ)とフェロシアン化カリウムから合成した PBは，吸着材として高いセシウム選択性

があった。セシウム水溶液内で合成した PBは，市販の粉末から調製した PB水溶液と比較し，3.4倍のセシ

ウム捕集量を得た。このことから，セシウムは粉末 PBの表面でのみ吸着されるが，セシウム水溶液内で PB

を合成したことで，PB結晶内部にもセシウムを捕集することができたと考えられる。PFOA－/H+系均一液液

抽出法について，PFOA 水溶液およびエタノール添加量はセシウム捕集率と PFOA 凝集時間に影響しないこ

とが分った。塩酸添加量が 0.2~0.3mLの場合，セシウム捕集率は約 90%で，PFOA凝集時間は 6時間程度で

あった。塩酸添加量が 0.4~1.2mLの場

合セシウム捕集率は 80~90%で，PFOA

凝集時間は 3時間程度であった。塩酸

添加量が 1.2mLを超えた場合は PFOA

が固体として析出した。このことか

ら，本法での塩酸量は最終体積 10mL

に対して 0.4~1.2mL が適している。

PFOA 相内の凝集した PB はろ紙を用

いることで容易に PFOA 相から分離

できた。また，ろ液の再利用は可能で

あることを確認した。 

1)小松優, “セシウムをどうする福島原発事故除染のための基礎知識”, p.1 (2012), (日刊工業新聞社).

2)S. Igarashi, T. Yotsuyanagi : Microchim. Acta, 106, 37 (1992).

図 カスケード型濃縮分離法 
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